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𠮷川左紀子 （こころの未来研究センター長）

鎌田東二 （こころの未来研究センター教授）
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聞き手

西島安則先生
インタビュー 

京都大学元総長の西島安則先生は、高分子化学の研究で世界的

な評価を受ける一方、 京都市立芸術大学学長、京都市産業技術

研究所所長なども務められた。  先生の「美と知を楽しむ心」は

どのようにして育まれ、展開されたのか、お話をうかがった。   

Yasunori Nishijima 
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阪神淡路大震災と多言語FM局 

𠮷川　西島先生、今日は「こころ」というテーマで、
先生の思い出に残るエピソードなどお話しいただける
でしょうか。
西島　はい。ひとつは阪神淡路大震災です。あのとき
（1995年１月17日午前５時46分）、神戸の西のほうに
ゴム工場などがあって、外国人の労働者とその家族の
皆さんがたくさん住んでおられた。それが、震災で住
んでいるところが潰れてしまって、夜明け前で暗くて
何も見えないし、みんな心細い思いだったのです。私
の日本人の友達も、夫婦で寝ていたところに上から梁
が落ちてきた。２人とも動けないけれども、何とかし
て互いの指の先でも触りたい。両方から手を伸ばすん
ですが、どうもがいても１センチも動けなかった。脚
は折れたものの、幸い、いのちは助かりました。
　私の友達は日本人ですから言葉の問題はなかったけ
れども、非常用のラジオなどは用意してなかったから、
状況をつかむのに苦労したそうです。ましてや外国人
であれば、日ごろ使わない言葉、例えば炊き出し、水
の配給、自衛隊がお風呂を用意しました、といったこ
とをいくら日本語で言ったってわからない。それで、
私は日本に住む外国人に情報を伝えるための放送があ
ればいいなと考えたんです。
　当時は、多言語放送なんてまだ考えられていません
でした、いまではもう当たり前ですが。しかも、英語
や中国語ならだれでも考えますが、日本に働きに来て
いる日系ブラジル人が話すようなポルトガル語なんか
の放送はまったくありませんでした。
　考えてみると、京都大学、大阪大学、神戸大学、あ
るいはほかの大学でも、外国から客員教授とか留学生
としてたくさん来ておられて、奥さんや子どもさんを
連れてきている人も多い。その奥さんや子どもさんた

ちに助けてもらえば、多言語放送ができるんじゃない
かと思ったのです。
　それで、関西電力の友達といっしょに、多言語 FM

局をつくろうではないかと呼びかけたところ、賛同者
がたくさん集まって設立が決まりました。
　みんなで話していると、滋賀県には日系ブラジル人
が１万数千人住んでいらっしゃるそうなんです。そこ
で、スタジオを大阪南港の大阪ワールドトレードセン
ターに置いて、電波は生駒山の山頂から送信して、大
阪府と神戸、京都、大津、奈良まで届くようにしたん
です。
　放送局の名称は、コミュニケーション（COMMUNICATION）、
コラボレーション（COLLABORATION）、アンド、
ラヴ（LOVE）、その 頭 の 文 字２つずつをとって
「FM CO・CO・LO」になりました。 

𠮷川　「FM CO・CO・LO」ですか。
鎌田　それはすばらしい。いいお話ですね。
西島　大部分は大阪の企業が時間を買ってくれて、一
切 CMは入れないということで放送を開始したんで
す。するととても評判がよくて、もっとコマ数を増や
してほしいとか、できたら24時間放送してくれとか、
いろいろ要望が出てきました。
　しかし、みんなのためだと言ってお金を出してもら
うのも、非常事態のときはいいけれども、ずっと続け
ることはできません。そこで、商品名を言わずに、「今
の時間は株式会社○○の提供によるものです」と、時
間を買ってくれた企業名だけを言うことになりまし
た。

外国人ボランティア 

西島　みんなよくやってくれましてね。関西電力から
は「FM CO・CO・LO」の経営者を出してくれましたし。
公共放送は、番組審議会を作って年に何回か報告しな
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いと政府が許可しません。そこで、梅棹忠夫さんが審
議会議長、私が副議長になって一緒にやりました。
　私もあまり知らなかったんですが、ディスクジョッ
キーというのは、やってみると面白いらしい。それで、
ボランティアでもやりたいという人がたくさん出てき
たんです。
鎌田　いくつの言語があったんですか。
西島　アジア・太平洋を中心とする14カ国の言語と、
英語、ハングル語、中国語です。マレーシア、ベトナ
ム、タイ、スリランカなどアジアの言語は多かったけ
れども、案外、フランス語とかイタリア語は抜けてい
たんです（笑）。
𠮷川　関西には、アジアの人たちが圧倒的に多いんで
しょうね。
鎌田　ニュース、報道などは多言語でやって、ディス
クジョッキーは日本語でやるんですか。
西島　外国語と日本語と両方ですね。バイリンガルの
人が多かったから。ディスクジョッキーは頭がさえて
いて日本語が美しい人も多くて、中には NHKに引き
抜かれた人もいます（笑）。
　タイ出身のある方は、最初の放送で幼稚園の運動会
のことを話していました。「みなさん、座布団を持っ
てきてください」と先生に言われて、その理由がわか
らなかった。運動会へ行ったら、座布団をずらっと敷
物みたいに並べて、その上に座ったり、そこで歌った
り踊ったりする。そういうふうに、子どもを通して、
日本のことをいろいろ学んだ、と。ときどき日本人に
ついて厳しいことを言ってくれたのもよかったです
ね。
𠮷川　ボランティアの人たちは先生とはお知り合い
だったんですか。
西島　だれか関係者の知り合いだったかもしれません
が、私の知っている人はいませんでした。みんな関西
に住んでいる外国人のボランティアです。そのころは、
大学でも、日本にご主人が研究で来たときに、いっしょ
に来日される家族のフォローはほとんど何もできてい

なかったと思います。
𠮷川　京大は当時からたくさん外国人の方が来られて
いましたね。
西島　そうです。京大は対応が非常に早かった。修学
院や宇治に外国人教師や留学生のための宿舎をつくり
ました。
鎌田　西島先生が設置に尽力された国際交流センター
もありますね。

ロゴマークはハート

鎌田　「FM CO・CO・LO」という局名は、西島先生
のネーミングですか。
西島　みんなでわいわい話しているうちに出てきたん
です。
𠮷川　震災のころ、日本に住んでいる外国人の人たち
は、母国語の放送を聞いて、どれだけ励まされたこと
かと思います。
西島　来日する歌手のあいだでも知られるようになっ
て、関西に来たら「FM CO・CO・LO」に出演して
帰ろうというようなことになってね。スペイン語、ポ
ルトガル語、インドネシア語など、ボランティアの人
たちにずいぶん助けてもらいました。
鎌田　私の友達に喜納昌吉という沖縄の音楽家がいま
す。彼は阪神淡路大震災が起きたときに、何かボラン
ティアをしたいと思い立ったんです。自分にできるこ
とは歌うことなので、とにかく神戸の被災地の公園に
行ったんですが、みんなが悲しんでいるときに歌を
歌っていいものかと、最初、迷ったのだそうです。と
ころが、思い切って三

さん
線
しん

を弾きながら『すべての人の
心に花を』などを歌い始めたら、みんな大喜び。自分
の歌がこれほど人を励ますのか、普通のコンサートよ
りもずっとみんなに感動されたと言っていました。
西島　極限状態になったとき、こころは日ごろより
もっと感度が上がって、より純化されるんでしょうね。
ものは全部壊れているんだから、しょうもない欲も何
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もない。あとはこころだけです。そういうところで、
こころが洗われる音楽を聞くといいんですね。
　みんなで集まってわいわい言っているときに、ロゴ
マークを決めようということになりました。「FM CO・
CO・LO」には「LOVE」とついているからハートに
しようやと言って、ピンク色のハートを描いて、まわ
りにピッピッピッと短い線を描き加えた。そうしたら、
メンバーの中でも、このマークはちょっと子どもっぽ
いんじゃないかという人もいましたが、結局、それに
決まりました。ハートのマークというのは非常に国際
的なんですね。
𠮷川　そうですね。
鎌田　これはまさにこころの未来研究センターのマー
クのようです。

千年前の「心臓」の模型 

西島　「こころ」について、もう１つ思い出したこと
があります。私が京大総長だった1989年ごろに、日
本心臓病学会の学術集会が京都で開かれたので、歓迎
の辞を述べに行きました。そのあいさつの中で、「み
なさん、時間があったら京都の西のほうにある清

せい
凉

りょう

寺
じ

というお寺に行ったらどうですか」とお誘いしまし
た。
　清凉寺には霊験あらたかなお釈迦さんの仏像があり
ます。お釈迦さんがインドから旅立たれるときに、像
を彫ろうということで、真心を込めて栴

せん
檀
だん

の香木で
彫ったと言われている釈迦像が中国にある。 然とい
うお坊さんが宋に渡ったとき、それを桜の木で模刻し
て、986年に日本に持ち帰ったのが清凉寺の釈迦如来
像です。
　このお釈迦さんは「生身の釈迦」といわれ、見てい
て血が通っているような感じがするんです。多くの人
にとても好かれていて、宗教の立派な教義じゃなくて、
お釈迦さんがこっちを見てくれはったので救われたと
か、そういう人がたくさんいる。私も何度か拝見しに
行きましたが、ちょっと艶

つや
があって赤くて、じっと見

ていると、木で彫った像とは思えないくらい身近に感
じるのです。
　その釈迦如来像は、昭和28年に国宝指定のために
調査が行われました。そのとき、背中にそれまで一度
も開けたことのない蓋があって、それを外してみたら、
体内に五臓六腑の模型が入っていたんです。
鎌田　今から千年も前に、そんな解剖学的な知識が
あった。
西島　私も見ましたが、心臓、胃、腸、肝臓、膵臓な
ど、あの時代にもう解剖学的に捉えているんです。五

臓六腑の模型が、絹で縫い合わせた、中に詰め物をし
て、立体的にできている。心臓はハートに似た形で、
真っ赤に染めた絹でできています。
　私は先ほどの歓迎のあいさつのときに、心臓は昔か
ら真っ赤だと捉えられていたという話をしたんです。
そうしたら、「その寺はどこだ」ということで、学会
の公式のツアーではなしに、自然発生的にみんな清凉
寺に見に行きました。
　学会の人たちはその模型を見て感激してくれまし
た。「心」という字は明らかに「心臓」の形から来て
いますが、どうして千年も前に胸のところにハートが
あるとわかったのか。ヨーロッパで血液の循環を発見

�

ちょう ねん

清凉寺の釈迦如来
像と体内に入って
いた五臓六腑の模
型のレプリカ。右上
の赤いものが心臓
（所蔵：清凉寺）
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したのはもっとあと、十何世紀ですからね。
鎌田　14～15世紀ぐらいから後でしょうね。16世紀
のベサリウスとか、17世紀のウィリアム・ハーベイ
とか。
西島　ハートが赤だったというのは、記録には載って
いないけれども、中国では内臓の腑

ふ
分
わ

けみたいなもの
があったんでしょうかね。
鎌田　陰陽五行がそういう説をとっていますね。五臓
六腑の「五」は「五色」、陰陽五行の木・火・土・金・
水となり、色では青・赤・黄・白・黒で、臓器では肝・
心・脾・肺・腎となります。
西島　そのへんになると、古代ギリシャともつながり
ますね。
𠮷川　心臓病学会のみなさんは本当に感激したでしょ
うね。
西島　心臓の研究をしている人は、こころの研究をし
ていると思っているのかどうかわかりませんけど。心
臓が大事だということは、たぶん何かあると心臓がド
キドキするとか、興奮するとか、一番感じやすいから、
そこから来ているのと違いますかね。本当は脳が大事
なんだという考え方は、だいぶ後になってから出てき
たのではないかと思います。

鋳物師の父

鎌田　先生は京都大学の総長を定年退官されたあと、
京都市立芸術大学の学長になられました。そのころ、
よく色紙に「美と知を楽しむ心」と書かれていたそう
ですね。
西島　京大総長を辞めるとき、京大会館の事務局長
が、大きな和紙を持ってこられました。筆も用意して
あるし、墨も磨ってある。ぜひ何か書いてくださいと
いうのです。これは名誉なことやし、京大会館にもず
いぶんお世話になったから、書きましようとお返事し

ました。そのとき、ほとんど無意識に書いたのが「美」、
それから「知を楽しむ心」でした。
　それを大きな額に入れて、京大会館２階のロビーの
ところに掛けてあったんです。書家が書かれる字とは
違って面白い字やと言われました。褒めてもらってい
るのかどうかわかりませんが（笑）。
𠮷川　私もその額を見たことがあります。
鎌田　「美」を最初に持ってこられたのはすばらしい
ですね。先生は、芸術に対する関心がずっとおありだっ
たんですか。
西島　そうですね、小さいときから。
鎌田　音楽とか美術とか、どんな芸術ですか。
西島　親父（西島兎四朗氏）が鋳物師だったんです。
その影響を受けました。京都の真ん中へん、五条の１
筋北に万寿寺通という通りがあって、お寺の道具とか
を売っている。親父はそこでいわゆる唐

から
金
かね
（青銅）を

やっていました。京都は仏像だけでなく、お茶とか生
け花とか、いろいろな文化の歴史があるでしょう。だ
から、お釜や鍋、器、花入れなど、唐金で造ったもの
の需要があったんです。
　私は中京区丸太町に住んでいた子どものときから、
いつも親父の職場におりました。たとえば、花瓶を鋳
込んで仕上げたあと、焼き肌をつけるために、もういっ
ぺん高温に入れるんです。それから「炭研

と
ぎ」といっ

て、炭に水をつけて表面を研ぐ。炭も、あまり柔らか
いのではいけないし、硬いのでもいけない。桐や朴

ほう
の

木の炭で表面をつるつるにして、それから漆を塗りま
す。漆も独特の深みがあって面白い。それぞれ専門の
職人さんがいて、うちに来てもらって５～６人でやっ
ていましたが、私はそんなようすをいつも横で見てい
ました。 

　親父は自分の作品といえるものは１年に１回ぐらい
しかつくらなかった人なんです。
鎌田　１年に１回だけですか。
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西島　うん、いのちをかけてつくるのはね。
鎌田　芸術家肌の方だったんですね。
西島　そうですね、日展にも出品していました。戦時
中に、親父のことを伝統的な技法を継承している人だ
と国が認定することになった。親父は、それからちょっ
と嫌になったんですね。というのは、国はあちこちの
お寺などから金属を集めて、それを流用しないように
ハンマーか何かで壊して、「これを材料にしてくださ
い」といって持ってきたのです。職人は、銘なんか入っ
てなくても、ぱっと見たら、昔こういう名人がいて、
その人がこれをつくったんやとか、みんなわかる。親
父は、自分の技術を高く評価してくれるのはありがた
いけれども、だからといって、心から尊敬している大
先輩が作った作品を潰して、それで自分の作品をつく
ることはできんと言うてね。
鎌田　それはわかります。先輩に対するリスペクトで
すね。
西島　そうなんです。結局、伝統的な技法に対する考
え方が国のお役人と全然違うんです。それで、びっく
りしたけれども、最後は家の蔵の中に大事にしまって
いた自分の作品も、お国のためならといって全部供出
してしまった。そこで、私はここまで来たらもう親父
の仕事は継げないと思って、京都一中（現在の府立洛
北高等学校）を卒業したあと、海軍機関学校へ行った
んです。

人間・環境学研究科創設

鎌田　それは昭和17～18年ごろですか。
西島　そうです。海軍機関学校は舞鶴にありました。
ワシントン海軍軍縮条約か何かで海軍の規模が日本は
アメリカの５分の３に決まってしまった。できている
戦艦も、それを超えているものは処分をしないといけ
ない。
　海軍機関学校は、せっかくつくったけれども処分し
ないといけない戦艦などの鉄骨を持ってきて、それで
建てたんです。そこでわれわれは、「鉄の重さで戦争
をするのと違う。海軍機関学校の教育を通して世界一
の海軍になるんだ」ということで、ふつう考える以上
に厳しく教育された。また実際、レベルが高かったん
です。私は終戦になってから旧京都帝国大学を受験し
て工学部へ入ったんですが、工学部で習うことはもう
おおかた勉強していました。
　海軍機関学校はレベルが高いはずで、教官の３分の
２ぐらいは京大の若手の優秀な人が来ておられた。先
生方は、海軍の学校で働いたら、変なところへ徴用さ
れないですむし、自分の学問の後継者を鍛えるという

喜びもある。そんなことで、いい教育をしてもらいま
した。
　そのころの経験から、大学も今のようにいろいろに
分けて、それぞれが専門でやるんじゃなくて、１つの
全体として研究・教育すべきだと考えていました。そ
こで総長になったとき、田中美知太郎さんのお弟子さ
んで、ギリシャ古典が専門の藤沢令夫先生に会いに行
きました。私はもうあと４～５年でここを去るんやけ
ど、今のように、理科系はお金がたくさんある、文科
系はないからとか、そんなことを言っているようでは
京大もだめになる。一番大事な哲学を中心に置いて、
自然科学も社会科学もいっしょになった研究科をつく
ろうやないかと。藤沢令夫さんも賛同してくれて、２
人で何年もかけて議論をしていきました。
　そうすると、いわゆる学問のブランチを絡み合わす
というだけではなしに、結局、人間はなぜ生きるのか
というところへつながってくる。そんな議論を経て、
藤沢さんは亡くなられたけれども、人間・環境学研究
科をつくったんです。
　この研究科は、医学部でも、薬学部、農学部、工学部、
文学部でも、日本中どこの学生でも受験できる。受け
入れるほうも入り口を狭くしない。あのとき、よくやっ
てくれたと思うけれども、20数種類の入試問題をつ
くりました。医学、哲学、社会学から、自然観という
のかな、そういう入試問題が全部選択なんです。日本
人は、戦争のために学問をするような時代を越えてき
たんですから、これからは生きるための大学にしよう
という思いでした。
鎌田　それが人間・環境学研究科になった。大きな理
想ですね。設立の理由がこころの未来研究センターみ
たいです。
𠮷川　本当にそうですね。私はずっと、このセンター
からみて一番近い感じがするのは人間・環境学研究科
だなと思っていたのですが、今の先生のお話をうか
がって腑に落ちました。

職人の技術 

鎌田　幼少期から工学部に入られるころのことに話を
戻しますが、先生がお父さんの鋳物師としてのうしろ
姿を見られていたときに、ある意味では、技術と芸術
と、先生が後に専攻されることになる工学や化学が、
全部ミックスしていた。実際の鋳物をつくっていくと
きに、芸術的要素、技術的要素、工学的要素、いろん
なものを感じ取られた。それが、工学や化学のほうへ
行かれるひとつのベースになったのでしょうか。
西島　そのとおりです。今のように何でも分けてやる
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ようになってから世の中はおかしくなった。坩
る

堝
つぼ

の中
で金属が熔

と
けるのでも、親父が温度を計っているのを

見たことがない。炎の色で見ているんでしょうね。そ
んなに大きな装置ではなく、家の蔵の前のちょっとし
たところでやっているようなものですからね。金

か ね
属を

コークスで熔かして、流し込む型のほうも、松炭か何
かで真っ赤になるぐらい焼いてある。鋳口から熔けた
金属を注ぎ込むのを私も手伝いました。型のほうが十
分に温度が高くなかったら、入口のところで金属は固
まって入らなくなってしまう。ちょうどマッチングし
て、隅から隅まで熔けた金属が入るようにしなければ
いけない。それは型の大きさによっても違う。１人で
覗きながら、「さあ、今や」というようなことを言う
んです。
鎌田　名人芸ですね。
西島　まあ、技術ってみんなそうでしょう。
　明治維新のころ、ウィーン万国博覧会（1873年）
などで日本の陶磁器や織物などを出品しました。そ
のとき、いわゆる見世物的なものではなく、本当に
好きな人が「ああ、いいな」と思うようなものを出
品しないといかんと言ってくれたのは、1868年に来
日したゴットフリード・ワグネル（Gottfried Wagener :

1831-1892）です。京都は彼にもっと恩義を感じても
いいと思うんですけどね。彼は本当に日本の芸術に惚
れていたんです。日本がお雇い外国人学者として呼ん
だのではなくて、自分で長崎へやって来て、有田焼と
か萩焼とか、各地の焼き物を見ながら京都へ来ました。
　私は京都市産業技術研究所の所長をしていますが、
ここにワグネルの時代から続いている釉

うわ
薬
ぐすり

の研究資料
があります。これはとても貴重なものです。
　その中に、釉薬の見本が何千枚とあるんです。こん
な宝みたいなものは隠してないで公開しようというこ
とになって、数年前から研究所のホールで毎年入れ替
えながら一部を展示するようにしました。見本の横に、
これはどういう元素が混ざっているか、何度で焼くか

といったデータも置いて見てもらっています。 

　今年の初めごろまで、京都市産業技術研究所に行く
と、音が「コンコン、コンコン」と響いていました。
あるとき、何やろうなと思って音のする部屋に行った
ら、職員の方が高さ６cmぐらいの金属型の三角錐の
中に原料をたたいて詰めている。焼き物を焼くとき、
その熱量を計るゼーゲル錐

コーン
をつくっているんです。こ

れは1886年にドイツのゼーゲル（Hermann August Seger : 

1839-1893）が考案したもので、それが日本に伝わって、
ワグネルなんかが改良した。ちょっとずつ原料の混ぜ
方が違うゼーゲル錐を窯の中の棚の上に３本とか４本
並べておく。たとえば４本のうち３本が熱で融けて立
てなくなって１本は立っていると、それで作品の焼け
具合がわかるわけです。今まで、日本中の焼き物の窯
からうちの研究所が注文を受けて造っていました。で
も、このごろは窯や温度計がよくなり、ゼーゲル錐の
必要性も薄れてきたので、今年で製造をやめることに
なりました。
　京都は清水焼や京焼やと言うけれども、九州から瀬
戸内海、あるいは日本海を見ても、それぞれの窯には
その土地の粘土がある。でも京都は、これが京都の焼
き物の始祖やという粘土はありません。だから、京都
の古い焼き物屋さんでも、みんな家の床下に日本中か
ら買い溜めた粘土が置いてあるんです。
鎌田　そんな話を聞くと、西島先生が京大の総長から
京都市立芸大の学長になられたこともうなずけます。
あそこには陶芸科があって、釉薬などを研究している
人たちもいるし、陶芸を創作している人たちもいます。
そういう人たちと西島先生の関心や研究は、いろいろ
接点があったんですね。
西島　私は芸術的な才能はないけれども、みんなが何
を思っているか、なんで悩んでいるのかというのはだ
いたい想像がつくんです。
鎌田　芸術家の悩みがわかる、こころが伝わってくる。
人間・環境学研究科をつくるときにも、藤沢先生と何
年間も哲学問答のような対話をされた。
西島　藤沢さんとの関係で、田中美知太郎さんの本も
読みました。私は京都学派とか、そういう人たちのこ
とはあまり知らないのですが、藤沢さんとその先生の
田中美知太郎さんなどを見ると、やっぱり学問という
のは二代も三代も続いてだんだん磨きがかかってくる
のだなと思いました。
𠮷川　西島先生も、大学では高分子化学を研究されま
したが、その根っこには、優れた鋳物師だったお父さ
んから受け継いだ何かがあったのではないでしょう
か。
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高分子の世界へ

西島　百年ぐらい前に、高分子は存在する、いや、そ
んなバカなものはないという議論が最高潮に達したの
ですが、両方とも譲らない。本当の化学では、元素と
か分子に分解できて、それから反応させて物をつくっ
て初めて存在が証明できる。高分子といわれているも
のは、エックス線をかけても結晶も見えないし何もわ
からないではないか。そんなものが存在すると考える
のはどうかしているのと違うかというわけです。そう
いうことで、高分子に対する批判は非常に激しかった。
　その前にブラウン運動の発見がありました。ス
コットランドのロバート・ブラウン（Robert Brown :

1773-1858）という植物学者が植物の性について研究
を進めていました。さまざまな花の花粉を集めてきて、
その花粉を壊すと微細な粒子が出てくる。それを顕微
鏡で見たら、さかんに運動している。ブラウンは最初、
これは花粉の粒子が生きている証拠だと考えました。
それなら枯死した植物の花粉ではどうかと考えて観察
したところ、まったく同
じように激しく動き回
る。では鉱物の粉末、火
山灰ではどうかと次々
に調べた結果、生物・無
生物を問わず、すべての
微粒子が水中で激しく
運動していることを確
かめたのです。それで、
彼は「花粉の中の粒子に
ついて、1827年の６月、
７月、８月に行った顕微鏡観察̶̶生物と無生物の中
にある活動的分子の一般的存在について」という長い
タイトルの論文を発表しました。この観察には多くの
科学者が関心を寄せ、「ブラウン運動」と呼ばれて研
究されていきます。私はこのブラウン運動からスター
トしたんです。
　アインシュタイン（Albert Einstein : 1879-1955）は
1905年に「ブラウン運動の理論」という論文を書き
ました。あれを読んだら、面白い。この微粒子の運動
は、液体の分子が熱運動によって粒子に不規則に衝突
することによるとして、熱の分子運動論による理論を
たてたんです。アインシュタインは超然としていると
ころがあって、これが本当にわかったら、熱とは何か
がわかるというようなことを書いている。
　私はそれを読んで、じゃ、高分子にブラウン運動は
あるかと考えた。そして、分子が巨大な高分子は、全

体としてはでんと構えているけれども中は動いている
ということを、卒業論文か何かで初めて書いたんです。
そうしたら、ブルックリン工科大学のヘルマン・マー
ク（Herman Mark : 1895-1992）教授が、面白い論文だ
から一緒に研究しないかと誘ってくれました。それで、
1953年に第１回フルブライト留学生としてヘルマン・
マークのいるニューヨークのブルックリンへ行ったん
です。
鎌田　学生時代にそういう新しい発見とか研究分野を
切り拓かれていたのですね。  

国際色豊かな研究環境

西島　ふつうニューヨークといったらハドソン川と
イースト川にはさまれたマンハッタンを思い浮かべ
ますが、その南側にブルックリンがあります。古い街
の一番北の端にブルックリンハイツという地域があっ
て、そこにブルックリン工科大学高分子研究所があり
ました。初めて着いたとき、そこからイースト川に架
かるブルックリン橋が見えて、その向こうにニュー

ヨークの摩天楼がある。
これはものすごく景色の
ええところやなと思っ
て、そこで下宿を始めま
した。
鎌田　日本人はなかなか
海外に行く機会がなかっ
た時期ですね。
西島　いまは１ドルが
80何円と言っています
が、当時は闇だと400円

でもドルは買えなかった。とにかく、お金がなくてね。
ところが、「ベルリッツ」という英語学校がニューヨー
クにあって、だれかが頼んでくれたんだろうと思うけ
れども、日本が戦争中に国内でやっていた科学特許を
英訳したいと言ってきた。ヨーロッパやアメリカなん
かだと、特許の書類は研究論文のように書かれていて、
それを読めばちゃんと納得できるのですが、日本の特
許はそんなことはなくて、読んでもよくわからないよ
うに書いてあるんです。
　だから、それを英語に訳せと言われても、日本語が
読める人間でもよくわからない。しかし、よく読んで
みると、化学に関する話で、しかも、合成繊維とか、
デンプン、タンパク質とか、身近にそれを研究してい
る人も知っているので、そんな人たちに相談しながら、
英訳して注をいっぱいつけて提出しました。そうした
らえらく評判がよくて、もう生活費は全然心配しなく
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てもよくなった。翻訳して、晩にタイプを打っ
て、朝、投函すると、その次の日ぐらいに小
切手が来るようになったんです。
　毎日ブルックリン橋を見ながら、同い年ぐ
らいのイタリア人とフランス人と日本人とド
イツ人とで、「お金ができたら１軒の家を借
りて一緒に住もうや」と言っていたので、み
んなで住むことになりました。
鎌田　みんな研究者ですか。国際色豊かで楽
しいですね。
𠮷川　今の時代に、そういう環境をもう一度
つくらないといけないですね。
西島　そうなんです。あのころは、若い者が
研究しようと思ったって、実験器具も何もな
かったんだから。
鎌田　そういうハングリーさも必要ですね。今はもう
何でも全部そろっているような時代ですが……。
西島　それから、当時はアメリカ人が世界のお役に立
つのを誇りに思っていた。第２次世界大戦のとき、自
分たちがめちゃくちゃやったんだからね。ヨーロッパ
でも絨

じゅう
毯
たん

爆撃なんかやった。ナチスが、ドイツ人、フ
ランス人、イタリア人の、いわゆる近代をつくった
頭
ブレイン

脳を押さえようとしたから、みんなアメリカへ逃げ
ていきましたが。
鎌田　50年代ぐらいは、アメリカは贖罪意識という
か、大きい戦争をした後の反省みたいなものが強くて、
そういう時代の持っている、ある種、貧しいけれども
こころはピュアで、助け合っていきましょうというよ
うなところがあったんでしょうね。
西島　全部の国民が贖罪意識を持っていたわけではな
いと思うけれども、世の中に対して、もっと建設的な
ことをしないとみんなだめになってしまったやないか
ということから、自然科学の研究者をずいぶん歓迎し
てくれたんです。
𠮷川　アメリカの一番いい時代でしょうね。
西島　そうですね。そのころは、アメリカ人がいまよ
りもっと清らかな気持ちを持っていたと思います。ア
メリカについて一般的には言えませんが、少なくと
も50年代のニューヨークは、ミュージカルにしても、
いいものがたくさんできています。
鎌田　私は西島先生のお話をお聞きしながら、宮沢賢
治の精神や活動を思い浮かべていました。宮沢賢治
は、『農民芸術概論綱要』の中で、「近代科学の実証と
求道者たちの実験とわれらの直観の一致に於て論じた
い」と書いていますが、芸術と宗教と科学は一体のも
のとして捉えなければいけないと考えていたと思うん
です。それに非常に近いなと思います。

西島　宮沢賢治といえば、私が最初に京都市立芸大の
学長をしていたとき、フランスの国立高等装飾美術学
校の学生と、京都市立芸大の美術学部デザイン科の学
生がいっしょになって、宮沢賢治の「注文の多い料理
店」とか「なめとこ山の熊」などの絵本を作ったこと
があるんです。フランスの学生が原画を制作し、京都
市立芸大の学生が本の装丁デザインを手がけるという
ことでやったら、とてもいいセンスのものができまし
た。さすがに、感性と知性がひとつになって、新しい
時代を拓こうとする若者の心は素晴らしいと思いまし
たね。
　その次は、京都市立芸大の学生がフランスの寓話作
家ラ・フォンテーヌの作品をもとにして原画を制作し、
フランスの学生が装丁デザインをするという企画も行
われました。この原画とブックデザインをセットにし
て、京都市立芸術大学大学会館ホール、京都芸術セン
ター、福井市美術館、花巻の宮沢賢治記念イーハトー
ブ館、それからパリやイタリアのボローニャなどで展
覧会が開かれて、大好評でした。
　それを実際に印刷して刊行しようと言ったのです
が、財政が厳しくて、そこまではできませんでした。
本当はそういうことがいちばん大切なんですけどね。
いつか実現させたいものです。
鎌田　それはぜひ実現させてほしいですね。
　今日は「FM CO・CO・LO」から高分子化学まで、
こころの未来にとってヒントになるお話をたくさんい
ただきました。
𠮷川　本当にいいお話をたくさんうかがうことができ
ました。ありがとうございました。

（2010年７月22日、こころの未来研究センターにて。イ
ンタビュー写真：坂井保夫）
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西島安則先生ご略歴 

1926年　11月17日、京都府生まれ 

1944年　京都一中（洛北高校の前身）５年在学中に海軍
機関学校入学

1946年　京都帝国大学工学部入学
1949年　京都大学卒業後、同大学大学院特別研究生とな

る（～1954年）
1953年　ブルックリン工科大学高分子研究所留学（～

1956年）
1962年　京都大学工学博士
1959年　京都大学講師
1962年　ブルックリン工科大学客員教授
1963年　京都大学工学部助教授
1969年　京都大学工学部教授
1975年　京都大学学生部長
1979年　京都大学工学部学部長
1985年　京都大学総長（～1991年）
1991年　京都大学総長任期満了退官、同大学名誉教授
1992年　京都市大学21プラン策定委員会委員長（～1993

年）、日本ユネスコ国内委員会委員長（～1995年）
1993年　日本化学会会長（～1994年）、日本 WHO協会

会長（～2006年）
1994年　日本学術会議副会長（～1997年）
1996年　財団法人京都府国際センター理事長
1998年　京都市立芸術大学学長（～2004年）
2003年　京都市産業技術研究所所長
2004年　京都市立芸術大学学長任期満了退官、同大学名

誉教授
2010年　京都市立芸術大学学長（再任）
2010年　９月３日、逝去

主な学位、名誉職、受章
工学博士（京都大学）。京都大学名誉教授、京都市立芸術

大学名誉教授、ポリテニック大学（元ブルックリン工科大
学）名誉理学博士、サセックス大学名誉理学博士、トロン
ト大学名誉理学博士、シエナ科学アカデミー名誉会員、日
本化学会名誉会員、高分子学会名誉会員など。英国化学工
業会よりプレジデント・メダル受賞。2004年、瑞宝大綬
章受章。  

追悼文
　西島先生の訃報が届いたのは、インタビューからわずか
1月半後のことでした。 

　西島先生のご専門は高分子化学で、光物理・光化学の分
野を開拓し、世界的な評価を受けられました。京都大学総
長のときには、国際交流センターや留学生センターを設置
し、京都大学名誉博士制度を発足させるなどして大学の国
際化や学術交流を図られました。また、人間・環境学研究
科の開設による大学院と学部の再編整備など教育研究の充
実にも力を入れ、新キャンパス構想の立案にも尽力され
ました（現在、桂キャンパスとして実現しています）。ま
た、日本の大学教育制度の問題にも積極的に取り組まれ、
1987年には国立大学協会入試改善特別委員会委員長とし
て、共通一次試験に代わる新テスト（現・大学入試センタ
ー試験）案をまとめるなど、国立大学の入試制度改革にも
大きく貢献されました。
　今年の１月、京大新年名刺交換会の広い会場で西島先生
にご挨拶したとき、思い切って『こころの未来』でのイン
タビューのお願いをしました。「『こころの未来』?　それ
は何ですか ?」と問われるだろうという予想に反して、に
こっと微笑まれた先生は、「ああ、喜んでお引き受けしま
すよ。いつも送っていただいてありがとう」。初対面の緊
張が、さっと消える思いがした一瞬でした。
　今、インタビューを読み返してみると、先生が話してく
ださった「こころ」のエピソードは、人と人がつながり、
理解し合うことのすばらしさを教えてくれるものだったこ
とに、胸を打たれます。1950年代、かつて敵国だったア
メリカに渡り、さまざまな国籍の人たちとともに勉学に励
んだ若かりし先生の経験が、エピソードのひとつひとつに
裏打ちされています。そしてお父様の職人としての優れた
技と気概を、楽しそうに語られる先生の姿は、「美と知を
楽しむ心」そのもので、同席した鎌田教授、編集の原さん
ともども、深い感銘を受けました。研究・教育に携わる者
がもつべき心がまえ、そして高い理想に向かって歩むこと
の大切さ。これは、後に続く私たちへの最後のメッセージ
となりました。先生のご冥福を心よりお祈りいたします。

𠮷川左紀子 
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西島安則先生は、2010年９月３日、虚血性心疾患により83歳で
ご逝去されました。 心よりご冥福をお祈り申し上げます。

西島安則先生インタビュー◆美と知を楽しむ心




